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みんなで進める省エネルギーのために②
国民年金からのお知らせ⑥
平成17年度白鷹町主要河川水質調査結果⑧
パブリックコメント⑩
固定資産税の課税について⑩
快適な冬を過ごすために⑪
雪中サッカー子供大会参加チーム募集⑫
この冬も白鷹町営スキー場がおもしろい！⑬
主任児童委員のご紹介⑮

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:soumu@so.town.shirataka.yamagata.jp    ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町総務課

鷹匠と鷹－全国鷹狩り実演会 in 白鷹（白鷹町協働のまちづくり推進事業の対象事業）
11月13日、荒砥小学校を会場に、鷹狩り実演会が開かれました。伝統文化を通じ、希少動物などへの理解を深めてもらおうと
町内有志の皆さんが企画。地元の五十嵐悟さんを始め７人の実演者が「渡り」や「振り鳩」などを披露し、その技と鷹の勇壮な
舞いに、来場者からは大きな拍手が送られました。また、天然のオオタカが近くを舞うというハプニングもありました。
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�
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深
刻
な
地
球
の
温
暖
化

　

現
在
、
地
球
規
模
で
一
番
深
刻

な
問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が

「
地
球
の
温
暖
化
」
で
す
。

　

大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
（
主

に
二
酸
化
炭
素
）
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
、
地
球
が
「
厚
着
」
を
し

た
状
態
と
な
っ
て
起
こ
る
こ
の
現

象
は
、
人
間
の
活
動
に
起
因
す
る

も
の
で
す
。
地
球
規
模
の
気
候
変

動
を
も
た
ら
し
、
水
循
環
、
植
生

や
動
物
の
生
態
、
農
業
な
ど
、
多

く
の
自
然
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

数
年
前
、
よ
く
耳
に
し
た
「
エ

ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
」
や
、
つ
い
最

近
で
は
ア
メ
リ
カ
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
「
カ

ト
リ
ー
ナ
」
も
地
球
温
暖
化
が
原

因
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
「
厚
着
」

を
止
め
る
た
め
に
は
、
従
来
使
っ

て
き
た
化
石
燃
料
の
使
用
を
減
ら

し
、
１
９
９
０
年
の
大
気
の
状
態

に
戻
す
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
１
９
９
７
年
12
月

に
こ
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目

標
を
定
め
た
「
京
都
議
定
書
」
が

採
択
さ
れ
、
今
年
２
月
に
世
界
１

６
１
カ
国
の
参
加
に
よ
り
、
発
効

し
ま
し
た
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
を
１
９
９
０
年
に
比
べ
て
６
％

削
減
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た

日
本
も
、
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
や
ウ
ォ

ー
ム
・
ビ
ズ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対

応
を
し
て
い
ま
す
が
、
一
層
の
努

力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

限
り
あ
る
資
源

　

一
方
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
の
限
界

も
叫
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
経

済
ベ
ー
ス
に

見
合
う
形
で

の
化
石
燃
料

の
可
採
量
は

下
表
の
よ
う

に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
で
使
用
さ
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
約
８
割
は
海
外
に
依
存

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
特
に
原

油
に
な
る
と
輸
入
量
の
９
割
弱
を

中
東
地
域
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

原
油
の
可
採
年
数
は
41
年
と
予
想

さ
れ
て
お
り
、
未
来
の
子
供
た
ち

の
た
め
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い

方
の
工
夫
（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
と

石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
新
エ
ネ

ル
ギ
ー

：

太
陽
光
や
風
力
に
よ
る

発
電
、
太
陽
熱
や
地
熱
利
用
、
バ

イ
オ
マ
ス
利
用
な
ど
）
の
利
用
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

伸
び
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

　

グ
ラ
フ
（
Ａ
）
は
国
全
体
の
平

成
２
年
を
指
標
と
し
た
部
門
別
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
伸
び
率
を
表
し
た
も

●世界のエネルギー資源埋蔵量

資源名 可採年数

石油 41 年

天然ガス 67.1 年

石炭 192 年

ウラン 85 年
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の
で
す
。
い
ず
れ
の
部
門
も
伸
び

て
い
ま
す
が
、
特
に
家
庭
部
門
と

業
務
部
門
（
自
治
体
を
含
む
事
務

所
や
商
店
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
の
伸
び
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
（
Ｂ
）
は
、
当
町
の
人

口
と
世
帯
数
及
び
電
力
消
費
量
の

推
移
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　

少
子
化
な
ど
の
影
響
か
ら
人
口

は
年
々
減
少
を
続
け
て
い
る
一
方

グラフ（Ａ）部門別エネルギーの伸び率（全国）

グラフ（Ｂ）白鷹町の人口と世帯数及び電力消費量の推移

※電力消費量は町全体のもの。人口と世帯数は各年度末　
（３月31日現在）の数値。

で
、
電
力
消
費
量
は
増
え
て
い
ま

す
。
平
成
14
年
の
電
力
消
費
量
は

昭
和
62
年
の
お
よ
そ
２
倍
に
も
増

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
核
家
族
化
の
進
行
な
ど

に
よ
り
世
帯
数
は
徐
々
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
電
力
消
費
量

の
増
加
の
一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
１
人
当
た

り
の
電
力
消
費
量
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ラ
フ
（
Ｃ
）
は
部
門

別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
比
率
を
表

し
た
も
の
で
す
。
町
の
比
率
を
県

の
比
率
と
比
べ
た
場
合
、
産
業
、

業
務
そ
の
他
部
門
の
割
合
は
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
家
庭
部
門

で
は
ほ
ぼ
同
レ
ベ
ル
、
運
輸
部
門

（
自
家
用
車
も
含
ま
れ
る
自
動
車

関
係
）
は
突
出
し
て
お
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
の
半
分
以
上
を
も

占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
白
鷹

グラフ（Ｃ）

町
の
１
世
帯
当
た
り
の
自
動
車
保

有
台
数
が
２
・
84
台
と
都
市
部
の

２
・
38
台
と
比
較
し
て
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
自
動
車
台
数
が
増
加
す
れ

ば
、
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
な
ど
の
燃

料
消
費
も
増
加
し
、
そ
の
こ
と
が

運
輸
部
門
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

の
比
率
を
押
し
上
げ
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
電
気
や
ガ
ソ
リ
ン
を

19.8 19.2 9.5 51.4

32.9 21.0 14.5 31.6

46.5 13.3 15.5 24.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

白鷹町

山形県

全国

部門別エネルギー消費比率

産業部門 家庭部門 業務その他部門 運輸部門

出所：県のデータは山形県省エネルギービジョン（平成1７年２月）

    国のデータは総合エネルギー統計（平成１５年度版）
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取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
ほ
か
に
も
、

石
油
や
ガ
ス
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
あ
り
、
そ
の
消
費
量
も
同
様

に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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町
で
は
、
平
成
12
年
度
に
白
鷹

町
環
境
基
本
条
例
を
制
定
し
、
平

成
14
年
度
に
は
白
鷹
町
環
境
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
恵
み
豊

な
美
し
い
し
ら
た
か
を
次
世
代
に

継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
策

定
し
た
計
画
を
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

い
う
分
野
か
ら
補
完
し
て
い
く
こ

と
、
ま
た
、
地
球
規
模
の
課
題
で

あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
行
動

を
白
鷹
町
か
ら
進
め
る
第
一
歩
と

す
る
た
め
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に

取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
そ
れ

ぞ
れ
の
主
体
が
「
環
境
に
や
さ
し

い
活
動
を
行
う
」
こ
と
で
、
今
す

ぐ
に
で
も
取
り
組
め
る
も
の
で
す
。

一
方
で
は
、
コ
ス
ト
削
減
効
果
や

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ

な
が
る
可
能
性
も
秘
め
て
お
り
、

地
域
産
業
振
興
へ
の
期
待
や
、
地

域
が
連
携
し
て
行
う
こ
と
に
よ
る

地
域
活
性
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
町
の
特
性

を
活
か
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

の
た
め
の
基
本
方
針
を
定
め
る
と

と
も
に
、
産
業
、
民
生
、
運
輸
、

公
共
、
教
育
の
各
部
門
に
お
け
る

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
定
し
、

実
行
に
移
し
て
い
く
た
め
に
策
定

す
る
も
の
で
す
。

�
白
鷹
町
省
�
�
�
�
�

�
�
�
�
策
定
委
員
会

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

に
当
た
っ
て
は
、
公
募
委
員
３
名

を
は
じ
め
と
す
る
18
人
の
策
定
委

員
で
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
策

定
委
員
長
に
は
、
東
北
芸
術
工
科

大
学
助
教
授
で
、
先
日
の
環
境
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
師
と
な
ら
れ
た

三
浦
秀
一
先
生
を
お
願
い
し
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
か
た
に
参
画
し

て
い
た
だ
け
る
方
法
、
地
域
づ
く

り
や
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る

白
鷹
町
ら
し
い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
検
討
中
で
す
。

�
省
�
�
�
�
�
推
進
�

基
本
理
念
�
基
本
方
針

　

町
の
基
幹
計
画
で
あ
る
第
４
次

総
合
計
画
で
は
、
町
の
将
来
像
を

「
人
・
自
然
と
も
に
き
ら
め
き
、

心
豊
か
な
美
し
い
郷
」
と
定
め
、

ま
た
、
計
画
期
間
の
10
年
は
「
自

然
・
文
化
を
生
か
し
地
域
が
輝
く

町
」
を
目
標
に
掲
げ
、
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら

に
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原
則
と
な
る

「
白
鷹
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
個
人
の
取
り

組
み
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、

家
族
の
協
力
も
必
要
不
可
欠
で
す

し
、
ご
近
所
の
か
た
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
さ

ら
に
は
地
域
単
位
で
の
取
り
組
み

が
で
き
れ
ば
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

果
は
上
が
る
は
ず
で
す
。

　

町
は
旧
町
村
単
位
の
６
つ
の
行

政
地
区
か
ら
な
り
、
区
、
町
内
、

組
と
系
統
的
に
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考

え
る
際
に
は
、
大
変
有
効
な
単
位

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
町
の
特
色
、
そ
し
て

総
合
計
画
な
ど
を
踏
ま
え
、
白
鷹

町
に
お
い
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進

め
て
い
く
た
め
の
基
本
理
念
と
基

本
方
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い

き
ま
す
。

★
基
本
理
念
★

町
民
が
幸
せ
を
実
感
し
、
い
き
い

き
と
生
活
で
き
る
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
町
民
と
町
が
協

働
で
進
め
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

★
基
本
方
針
★

▼
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
み

ま
す
。

▼
行
政
の
率
先
行
動
と
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
取
り
組
む
町
民
を
応
援
し

ま
す
。

�
省
�
�
�
�
�

推
進
�
�
�
�
�
�

　

こ
れ
ま
で
４
回
開
催
し
た
策
定

委
員
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月

下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
、
町

内
６
地
区
で
開
催
し
た
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
み
ん
な

で
考
え
る
省
エ
ネ
の
つ
ど
い
」
で

も
多
く
の
意
見
、
ア
イ
デ
ア
を
出

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
を
整
理
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
化
を
図
る
た
め
に
、
今
後
も

検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
現
段
階
に
お
け
る
施

策
の
体
系
と
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
原
案
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

省
�
�
�
�
�
推
進

�
�
�
�
�
�
�
原
案
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な
�
た
取
り
組
み
�

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ

－

１

「
家
庭
」

・
ご
み
の
減
量（
分
別
徹
底
、マ
イ

バ
ッ
グ
・
マ
イ
食
器
運
動
な
ど
）

・
水
の
有
効
利
用
（
雨
水
・
生
活

排
水
〔
風
呂
の
残
湯
な
ど
〕
の
利

用
、
節
水
機
器
の
設
置
）

・
省
エ
ネ
製
品
の
購
入
（
エ
コ
商

品
、
省
エ
ネ
家
電
製
品
、
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
）

・
自
動
車
燃
料
の
使
用
削
減
（
徒

歩
、
自
転
車
・
町
営
バ
ス
利
用
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
）

・
国
等
の
サ
ポ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー
の

活
用（
※
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
）

・
住
宅
の
省
エ
ネ
化（
太
陽
光
・
風

力
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
発
電
設
備
、
木

材
を
豊
富
に
使
っ
た
家
づ
く
り
）

・
ワ
ン
デ
イ
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

省
エ
ネ
モ
ニ
タ
ー
制
度

・
家
族
団
ら
ん
の
推
進
（
テ
レ
ビ

等
そ
れ
ぞ
れ
見
な
い
で
、
家
族
一

緒
に
一
部
屋
に
い
る
な
ど
）

▼

省
エ
ネ
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を

話
し
合
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ

－

２

「
地
域
」

・
ご
み
の
減
量
（
堆
肥
化
利
用
、

て
ん
ぷ
ら
油
の
石
け
ん
化
・
Ｂ
Ｄ

Ｆ
化
【
※
１
】
な
ど
）

・
国
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー

活
用
（
省
エ
ネ
共
和
国
、
省
エ
ネ

普
及
指
導
員
の
創
出
な
ど
）

・
省
エ
ネ
＆
環
境
講
座
開
催

・
共
同
炊
事
場
（
薪
利
用
で
楽
し

く
に
ぎ
や
か
に
）

・
イ
ベ
ン
ト
等
の
活
用
の
普
及
啓
発

・
省
エ
ネ
イ
ベ
ン
ト

【
※
１　

Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
・
デ

ィ
ー
ゼ
ル
・
フ
ュ
ー
エ
ル
）
食
用

油
を
加
工
す
る
こ
と
で
つ
く
る
デ

ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
用
燃
料
】

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ

－

３

「
事
業
所
」

・
し
ら
た
か
的
省
エ
ネ
モ
デ
ル
住

宅
の
検
討
（
建
設
業
）

・
地
域
通
貨（
省
エ
ネ
券
）の
活
性

化
（
商
工
会
）

・
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ【
※
２
】事
業
の
推
進

・
省
エ
ネ
意
識
の
高
揚
（
事
業
所

対
象
の
学
習
会
な
ど
）

・
省
エ
ネ
行
動
の
推
進
（
営
業
時

間
・
過
剰
包
装
の
廃
止
検
討
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
等
の
推
進
）

・
パ
レ
ス
松
風（
省
エ
ネ
部
屋〔
割

引
〕、温
泉
熱
・
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

の
利
用
）

【
※
２　

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
エ
ス
コ
・

Energy Servi ce C
om
pany

）

工
場
や
ビ
ル
な
ど
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
関
す
る
包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
そ
れ
ま
で
の
環
境
を

損
な
う
こ
と
な
く
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
実
現
し
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
結

果
得
ら
れ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果

を
保
証
す
る
事
業
。
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の

経
費
は
そ
の
顧
客
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
メ
リ
ッ
ト
の
一
部
か
ら
受
け
取

る
こ
と
も
特
徴
。】

�
�
�
�
�
�
�
�

�
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
と
の
取
り
組
み
�

・
子
供
か
ら
大
人
へ
（
学
校
で
の

問い合わせ

政策改革課政策企画係

担当／湯澤、大木

（☎85－6123）

環
境
＆
省
エ
ネ
教
育
、
活
動
内
容

の
発
信
）

・
学
校
か
ら
家
庭
、
地
域
へ
（
環

境
＆
省
エ
ネ
情
報
の
発
信
）

・
国
等
の
サ
ポ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー
の

活
用
（
省
エ
ネ
共
和
国
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
教
育
推
進
モ
デ
ル
校
制
度

な
ど
）

・
白
鷹
町
環
境
教
育
推
進
事
業
の

継
続

�
�
�
�
�
�
�
�

�
行
政
が
率
先
し
て
の
取
り
組
み
�

・
学
校
へ
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育

・
公
共
施
設
な
ど
へ
の
省
エ
ネ
製

品
・
設
備
導
入
（
省
エ
ネ
機
器
、

太
陽
光
・
風
力
発
電
な
ど
）

▼
リ
フ
ォ
ー
ム
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
生

活
用
品
（
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
展
示
）

・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
促
進
（
省

エ
ネ
実
践
校
へ
の
利
益
還
元
・
表

彰
な
ど
）

・
省
エ
ネ
住
宅
へ
の
助
成
措
置

（
補
助
金
、
優
遇
税
制
な
ど
）

・
地
域
通
貨
（
省
エ
ネ
券
）
の
活

性
化
支
援

・
自
動
車
燃
料
の
使
用
削
減
（
ノ

ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー〈
徒
歩
、自
転
車
、

バ
ス
、相
乗
り
〉、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

等
の
普
及
啓
発
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
導
入
サ
ポ
ー
ト
）

・
広
報
紙
の
活
用
（
役
場
の
省
エ

ネ
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
紹
介
）

ワンデイ・省エネチャレンジ

集計速報
　省エネルギービジョン作成にあたって、さまざ
まなデータの収集や皆さまの意向の把握、また省
エネルギーについてＰＲすることを目的に、“しら
たか的省エネ27項目”についてチャレンジいただ
きました「ワンデイ・省エネチャレンジ」。
　10月１日に実施し、その後、各組長・町内長さ
んのご協力をいただきながら、皆さまの結果を集
約させていただいていますが、その集計速報が出
ましたのでご報告します。
●参加いただいた世帯数
　1254世帯→全世帯の29.0％の家庭
●10月1日に削減できた二酸化炭素の量
　5.7トン→山形県の１日に排出する総量の0.02％
●モニター参加希望者数　205世帯
※まもなくモニター調査票を送付させていただきますの
でご協力をお願いします。

　

な
お
、
こ
こ
に
掲
げ
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
ま
だ
ま
だ
原
案
の
段
階

で
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
な
ど

お
寄
せ
い
た
だ
き
、
効
果
的
な
も

の
は
ビ
ジ
ョ
ン
に
反
映
さ
せ
な
が

ら
、
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

▼

東
中
学
校
で
は
全
校
生
徒
が
省
エ
ネ

運
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
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【社会保険料（国民年金保険料）控除証明書】

親展

９９２－０８００

山形県西置賜郡白鷹町大字○○

白鷹 太郎 様

お問い合わせ先等

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書

証明日

社会保険庁総務部経理課長
印 納付対象月欄

※「済」または「見」

 で表示します。

① 納 付 済

② 見 込 額

③ 合 計 額

この部分は添付する必要はありません。

●
全
額
が
控
除
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
１
年
間
の
納
付
額
を
申
告
す
る

こ
と
に
よ
り
税
の
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
保
険
料

を
申
告
す
る
際
は
、
納
付
額
の
証

明
書
類
は
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
17

年
分
か
ら
は
、
生
命
保
険
料
等
と

同
様
に
証
明
書
類
の
添
付
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
１
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

国
民
年
金
の
被
保
険
者
ご
本
人
あ

て
に
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
11
月

上
旬
に
お
送
り
し
ま
し
た
。

●
証
明
内
容

　

１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料

額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ

る
場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。
年

の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し

た
場
合
な
ど
、
10
月
以
降
に
本
年

初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
か
た

に
つ
い
て
は
、
２
月
上
旬
に
同
様

の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
年

末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続

き
の
際
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
や

領
収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
証
明
書
に

記
載
さ
れ
て
い
る
専
用
の
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
米
沢
社
会
保
険

事
務
所
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

４

２
２
０
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

社
会
保
険
料�
国
民
年
金
保
険
料
�控
除
証
明
書
�

送
�
�
�
�
�
�
�

★「①納付済」の金額を申告書に記載するかた
　→「①納付済」のみに金額が印字されているかたです。
★「③合計額」の金額を申告書に記載するかた
　→「③合計額」の欄に金額が印字されているかたです。
　　（「③合計額」は、「①納付済」と「②見込額」の合計額です。「②見込額」は、証明日時点　
　　での納付方法で引き続き年末までに納付された場合の見込額です。）
　※下記の場合は「②見込額」が記載されません。
　　●平成18年３月分までの保険料を前納されている場合
　　●既に他の制度（厚生年金保険等）の被保険者となっている場合
　　●保険料の未納期間がある場合など
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国民年金に関するお問い合わせは

町民税務課　戸籍年金係（☎85－6129）まで

平成17年度

『移動年金相談日』のご案内
　　

　　〈相談日〉

　

　

●受付時間　午前９時30分～11時30分

　　　　　　午後１時～１時30分

●開始時刻　午前10時～、午後１時～

●場　　所　中央公民館第１・２研修室（２階）

　　　　　　※都合により、館内別室に変更に

　　　　　　　なる場合があります。

　●内　　容　年金のことならなんでも

　■主　　催　米沢社会保険事務所

　　　　　　　（☎0238－22－4220）

12 月 27 日（火）
平成 18 年 １月 25 日（水）

２月 22 日（水）
３月 23 日（木）

年
金
手
帳
�

大
切
�
�
�
�
�
�

　

年
金
手
帳
は
、
初
め
て
国
民
年

金
や
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
た

と
き
に
交
付
さ
れ
ま
す
。　

　

か
つ
て
は
、
国
民
年
金
、
厚
生

年
金
保
険
、
共
済
組
合
と
そ
れ
ぞ

れ
の
加
入
制
度
ご
と
に
付
け
ら
れ

て
い
た
年
金
の
番
号
を
統
一
し
、

平
成
９
年
１
月
か
ら
す
べ
て
の
制

度
に
共
通
し
て
使
用
で
き
る
番
号

「
基
礎
年
金
番
号
」
を
導
入
し
ま

し
た
。

　

手
帳
も
オ
レ
ン
ジ
色
か
ら
ブ
ル

ー
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
オ
レ
ン

ジ
色
の
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た
も

そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
の
で
、
す
で

に
送
付
さ
れ
て
い
る
「
基
礎
年
金

番
号
通
知
書
」
を
貼
付
し
て
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

基
礎
年
金
番
号
は
一
人
に
ひ
と

つ
。
一
生
を
通
じ
て
あ
な
た
の
年

金
を
見
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

基礎年金通知書
年金手

帳

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
を
、

国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
と

い
い
ま
す
。

　

第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

配
偶
者
が
加
入
し
て
い
る
年
金
制

度
全
体
か
ら
負
担
さ
れ
る
の
で
、

個
人
で
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
ご
夫
婦
ど
ち
ら
か

が
就
職
し
た
り
退
職
し
た
場
合
、

そ
の
つ
ど
届
け
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
届
け
出
を
し
な
い
と
、
第

三
号
被
保
険
者
と
は
認
め
ら
れ
ず
、

保
険
料
が
未
納
扱
い
と
な
り
、
将

来
、
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
し
ま
し
ょ

う
。

届出
忘れてた

あっ！



採取月日 平成 17 年 8 月 4 日

採取場所 時間 天候
気温 水温

外観  臭気 透視度 濁度 pH
BOD SS DO 大腸菌群数

℃ ℃ mg/l mg/l mg/l MPN/100ml

No 1 荒 砥 川 9時 02 分 晴 30.1 26.8 
微黄色

浮遊物 +
微土臭 50 ↑ 2.0 7.5 1.8 2.5 8.8 24,000

No 2 蒔 沢 川 9時 24 分 晴 29.8 23.1 
微黄色

浮遊物 +
微下水臭 50 ↑ 5.7 7.2 2.3 23 7.6 17,000

No 3 平 田 川 9時 44 分 晴 30.0 21.1 
無色

浮遊物 +
微土臭 50 ↑ 4.7 7.5 1.0 9.6 8.5 9,400

No 4 実 渕 川 10 時 09 分 晴 32.1 22.8  無 色 微土臭 50 ↑ 1.4 7.5 0.8 2.0 8.6 13,000

No 5 谷 町 川 10 時 20 分 晴 32.2 26.4 
微褐色

浮遊物 +
土臭 10 35 6.8 5.9 58 8.7 ≧ 240,000

No 6 八 幡 川 10 時 46 分 晴 33.0 25.0 
微黄色

浮遊物 +
微土臭 50 ↑ 3.0 7.1 1.0 6.3 7.5 7,900

No 7 中ノ沢川 10 時 59 分 晴 33.0 27.0 
微黄色

浮遊物 +
微土臭 50 ↑ 2.2 7.2 1.4 4.2 8.5 22,000

No 8 小鮎貝川 11 時 11 分 晴 33.0 26.5 
微黄色

浮遊物 +
微土臭 44 3.0 6.7 1.5 5.8 8.0 3,400

No 9 大鮎貝川 11 時 25 分 晴 33.0 27.5 
微黄色

浮遊物 +
微土臭 34 5.5 7.3 1.4 21 8.2 17,000

No 10 思    川 11 時 40 分 晴 34.0 28.5 
微黄色

浮遊物 +
土臭 38 5.4 7.1 2.4 11 8.2 54,000

No 11 貝 生 川 11 時 55 分 晴 34.0 31.0 
微黄色

浮遊物 +
微土臭 50 ↑ 2.4 8.6 1.4 6.4 8.2 14,000

Ａ類型基準
6.5
～
8.5

2.0
以下

25
以下

7.5
以上

1000 以下

※ は、環境基準Ａ類型 (表１)を超えている項目
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　白鷹町では、平成15年３月に策定した白鷹町環境基本計画に基づき、清らかな水を守る取り組みとして、
町内主要11河川について水質検査を実施してきました。
　今年度実施した調査結果を公表します。

平成17年度

白鷹町内主要河川水質調査結果

水質調査地点図



●表１：生活環境の保全に関する環境基準  ( 河川 )

類
型

水素イオン
濃度 pH

生物化学的
酸素要求量

BOD

浮遊物質量
SS

溶存酸素量
DO

大腸菌群数

mg/l mg/l  mg/l MPN/100ml

AA 6.5 ～ 8.5 1 以下 25 以下 7.5 以上 50 以下

Ａ 6.5 ～ 8.5 2 以下 25 以下 7.5 以上 1000 以下

Ｂ 6.5 ～ 8.5 3 以下 25 以下 5以上 5000 以下

Ｃ 6.5 ～ 8.5 5 以下 50 以下 5以上 -

Ｄ 6.0 ～ 8.5 8 以下 100 以下 2以上 -

Ｅ 6.0 ～ 8.5 10 以下
ごみ等の浮
遊が認めら
れないこと

2以上 -

●表２：最上川上流（糠野目橋）
項目 平成 16 年度

最
上
川
上
流
�
糠
野
目
橋
�
観
測
所

年月
大腸菌
群数

糞便性大
腸菌群数

流量

４月中 13,000 2,400 29.06 

４月下 790 200 10.34 

５月上 2,400 1,200 14.57 

５月下 7,900 1,600 16.90 

６月上 13,000 1,300 6.23 

６月下 350,000 1,300 3.64 

７月上 130,000 2,000 1.21 

７月下 240,000 1,400 4.85 

８月上

８月下 49,000 12.42 

９月上 540,000 1,300 4.85 

９月下 49,000 550 3.10 

10 月上 13,000 820 20.05 

10 月下 13,000 1,300 15.71 

11 月上 7,000 780 15.14 

11 月下 3,300 1,000 9.06 

12 月上 240,000 2,200 6.98 

12 月下 13,000 500 6.98 

１月上 3,300 2,000 16.90 

１月下 3,300 1,000 10.43 

２月上 7,900 1,800 7.78 

２月下

３月上 33,000 3,000 11.90 

３月下 1,300 800 23.47 

（山形県調査）

　　 広報しらたか　2005.12.12●9

　当該河川については、環境基準の設定はなされていませんが、環境基準のＡ類型をもとに評価しました。
　水素イオン濃度（ｐｈ）は、ほぼ基準値以内ですが、わずかに貝生川が弱アルカリ性を示しています。生
物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）は、蒔沢川、谷町川、思川を除き、ほぼ基準値以内です。浮遊物質量（ＳＳ）
についても谷町川を除き基準値以内です。谷町川については、（ＢＯＤ）（ＳＳ）とも基準値を大きく上回って
おり、原因を究明し対策を講ずる必要があります。溶存酸素量（ＤＯ）は全て基準の範囲内でした。大腸菌
群数については大幅に基準値を超えていますが、糞便性大腸菌の他に類似する細菌類を全てカウントするた
め季節、流量及び天候等によって大きく変わる性質があります。県が毎年、年間を通じて測定している最上
川上流（糠野目橋）のデータ（表２）を載せましたので比較してご覧ください。

＊Ａ類型基準は、ヤマメやイワナが生息でき、川底の石が透き通って見えるような水質の基準を定めている

もので、清流と呼べる河川がこれに当たります。

＊浮遊物質量は、ごみ等の浮遊割合を表すもので流量によって大きく変わります。

【用語解説】

※ｐＨ：水素イオン濃度指数のことです。酸性、アルカリ性の度合い

　を示す指数です。７.0が中性で、これより値が小さいと酸性、大

き　いとアルカリ性を表します。

※ＳＳ：浮遊物質量。水中に浮遊する物質の量をいい、数値が大きい

　ほど水質汚濁が著しくなります。水の濁りの原因となり、ＳＳが大

　きくなると魚類などへの影響が現れるといわれています。

※ＢＤＯ：水中の有機物が微生物の働きによって分解されるときに消

　費される酸素の量。河川の汚濁状況を示す代表的な指標で、数値が

　大きいほど汚濁が進んでいるといえます。

※ＤＯ：水中に溶けている酸素量で、きれいな水ほど飽和に近い量が

　含まれます。一般に魚介類が生活するためには３mg /リットル以上、

　好気性微生物が活発に活動するためには２mg /リットル以上が必要

　で、ゼロになると腐敗が始まり悪臭が発生します。

※大腸菌群数：大腸菌とは、乳糖を分解し、酸とガスを形成する好気

　性又は嫌気性の菌をいいます。大腸菌が水中に存在するということ

　は、人畜のし尿などで汚染されている可能性を示すものです。

美しいしらたかを未来の子どもたちへ　

～わたしたちは清らかな水を守ります～

問い合わせ
町民税務課　くらし環境推進係

℡85－6131
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固
定
資
産
税
�
�
白
鷹
町
�
�

�
土
地
�
家
屋
�
償
却
資
産
�
毎

年
�
月
�
日
�
基
準
日
�
現
在
�

評
価
�
�
基
準
日
時
点
�
所
有
者

�
課
税
�
�
�
�
�
�
�
現
在
�

町
民
税
務
課
�
�
�
平
成
18
年
度

�
課
税
�
向
�
�
作
業
�
土
地
�

現
況
調
査
�
評
価
�
新
増
築
家
屋

�
調
査
�
評
価
�
償
却
資
産
申
告

�
受
付
�
�
行
�
�
�
�
�
�

�

平
成
17
年
�
月
�
日
�
�
平
成

18
年
�
月
�
日
�
�
�
期
間
�
�

次
�
該
当
�
�
固
定
資
産
�
所
有

�
�
�
�
�
�
�
手
数
�
�
�
連

絡
願
�
�
�
�
公
平
�
課
税
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
協

力
�
�
�
�
�
願
�
�
�
�
�

　

土　

地

●
土
地
の
現
況
（
利
用
状
況
）
が

変
わ
っ
た
と
き

＊
住
宅
を
取
り
壊
し
て
、
駐
車
場

　

や
資
材
置
き
場
、
空
き
地
に
し

　

た
＊
山
林
や
原
野
を
造
成
し
て
、
宅

　

地
や
駐
車
場
、
資
材
置
き
場
に

　

し
た

　

家　

屋

●
家
屋（
建
物
）に
異
動
が
あ
っ
た

と
き

＊
建
物
を
新
増
改
築
し
た
り
、
取

り
壊
し
た

（
８
月
中
に
全
戸
回
覧
で
行
っ
た

「
平
成
17
年
分
、
新
築
、
増
築
、

改
築
、
取
り
壊
し
家
屋
調
査
」
の

際
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
か
た
は
、

今
回
連
絡
は
不
要
で
す
。）

  

償
却
資
産

●
償
却
資
産
は
、
事
業
用
資
産
の

所
有
者
に
申
告
の
義
務
が
あ
り
ま

す
。
12
月
に
申
告
書
を
送
付
し
ま

し
た
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
１
月
31

日
ま
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産
を
平
成
17
年
中
に
新
た

に
取
得
さ
れ
た
か
た
、
ま
た
は
今

ま
で
に
申
告
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

か
た
で
、
申
告
書
が
届
か
な
い
場

合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
告

書
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

■
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ　

町
民

税
務
課
町
税
係
（
☎
85

－

６
１
３

２
／
内
線　

土
地
５
３
７
、
家
屋

５
３
５
、
償
却
資
産
５
３
６
）

町
民
税
務
課
よ
り
お
し
ら
せ

固
定
資
産
税
�
課
税
�
�
�
�

－

土
地
・
建
物
等
の
評
価
・
課
税

－

　「白鷹町文化交流センター整備事業について」のパブリックコメントに、ご意見をお寄せいただきまし

たので、回答させていただきます。

パブリックコメント意見書（お寄せいただいたご意見・１人）
ご意見
　白鷹町が全国に誇れる山村文化を交流の要とするため、各在郷で様々な活動を行っている団体（例：
笠松ロマン館、まぁ・どんな会、養蚕、畜産、紬、紅花）が文化交流センターに体験サテライト（中継
所）をつくり、都会に発信して、フラワー長井線利用の交流客を募れば、歴史的、民族的、資源に触れ、
製作した作品を購入したり、白鷹の食を堪能したりしてもらうことが、１カ所で集中してできるように
なります。
　したがって、当該ホールと併設して、民間の産業振興に寄与するような施設（そば打ち体験が可能で、
食堂機能を持たせるなど）をつくることが望まれます。それが、さらに数日も滞在したいという要望客
を増加させ、民宿や体験ロッジの建設を促すようになり、当町の建設産業など諸産業の大いなる儲けに
結びつくはずです。

回　答
　白鷹町の伝統文化や工芸、また郷土の素材を生かした食のすばらしさなどを、町外に発信していくこ
とは重要なことです。それによって広く町外のかたがたに白鷹の良さを知っていただき、町民にとって
誇りとなることが望まれます。
　ご提案いただきましたサテライト施設が、今回計画している文化交流センターに併設することが最も
効果的なのか、また交流プログラムのひとつとして実施していくか、施設計画と運営計画の中で検討さ
せていただきます。

■担当・問い合わせ　

　政策改革課　政策企画係

　☎85－6123（直通）／ FAX85－2128

ＰパブリックＣコメント
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町
で
は
、
12
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
今

年
も
ス
ム
ー
ズ
に
除
雪
を
行
う
た

め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
障
害
物
�
除
去
�
目
印
�

　

道
路
上
に
樹
木
の
枝
な
ど
（
高

さ
４
㍍
以
下
の
も
の
）
が
出
て
い

る
と
除
雪
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
早
め
に
切
る
か
取
り
除
い

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
道
路
の
路

肩
や
側
溝
の
上
に
置
い
て
あ
る
は

せ
木
や
肥
料
・
石
な
ど
も
、
除
雪

の
妨
げ
に
な
っ
た
り
除
雪
車
で
壊

す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め

に
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
路
付
近
の
民
有
地
に

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
や
マ
ン
ホ
ー
ル
な

ど
も
除
雪
車
で
壊
す
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、除
雪
前
に
目
印（
長

さ
３
㍍
以
上
の
棒
の
先
に
赤
い
布

な
ど
を
つ
け
る
）
を
立
て
て
く
だ

さ
い
。

�
道
路
�
雪
�
出
�
�
�
�

　

道
路
に
雪
を
出
す
と
交
通
の
妨

げ
に
な
り
、
交
通
事
故
の
原
因
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
屋
根
か

ら
道
路
に
雪
が
落
ち
る
場
合
は
、

危
険
で
す
か
ら
、
な
で
止
め
な
ど

で
防
止
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
屋
根
か
ら
落
と
し
た
雪

は
道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

�
側
溝
�
雪
�
捨
�
�
�
�

　

除
雪
し
た
雪
を
側
溝
に
捨
て
て

も
水
温
が
低
く
、
雪
は
な
か
な
か

溶
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
捨
て

た
雪
が
側
溝
を
せ
き
止
め
、
あ
ふ

れ
た
水
が
道
路
に
流
れ
た
り
、
さ

ら
に
は
住
宅
の
床
上
ま
で
浸
水
し

た
例
が
あ
り
ま
す
。
側
溝
へ
の
雪

捨
て
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
流
雪
溝
と
し
て
整
備
し

た
側
溝
が
あ
る
場
合
は
、
少
し
除

雪
範
囲
を
広
げ
て
、
道
路
に
除
雪

車
が
残
し
た
雪
も
捨
て
て
く
だ
さ

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
道
路
�
�
駐
車
�
�
�
�

　

道
路
へ
の
駐
車
は
、
除
雪
作
業

の
支
障
や
交
通
事
故
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
特
に
夜
間
は
絶
対
に

道
路
に
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
道
の
除
雪
実
施
基
準

は
、
道
路
上
の
新
雪
降
雪
10
㎝
で

す
。
拡
幅
除
雪
・
圧
雪
ザ
ケ
取
り

な
ど
は
、
そ
の
都
度
判
断
し
て
行

い
ま
す
。

　

冬
道
は
天
候
と
同
様
、
そ
の
時

折
々
に
変
化
し
大
変
危
険
で
す
。

十
分
な
時
間
の
余
裕
と
安
全
運
転

・
通
行
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
土

木
技
術
係
（
☎
85

－

６
１
４
２
）

 

除
雪
�
�
協
力
�
�
�
�

快適な冬を過ごすために

�
積
雪
�
�
�
�
�
�
�
検
針
�

�

休
�
�
�

　

１
月
か
ら
４
月
ま
で
は
、
12
月

検
針
（
11
月
の
使
用
水
量
）
の
水

量
で
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
５

月
の
検
針
で
清
算
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
た
だ
し
、
冬
季
間
の
水

量
が
11
月
の
使
用
料
と
大
幅
に
異

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

建
設
水
道
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
水
道
�
冬
季
間
�
管
理
�
�
�
�

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、
防
寒
の
不
完
全
な
水
道

管
は
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
し

ま
す
。
毎
年
、
こ
の
凍
結
事
故
が

後
を
た
ち
ま
せ
ん
。
凍
結
に
よ
り

水
道
管
が
破
裂
し
ま
す
と
、
修
理

代
は
も
ち
ろ
ん
、
水
道
料
金
も
高

く
つ
き
ま
す
の
で
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

水
道
管
の
凍
結
防
止
す
る
に
は
、

寝
る
前
に
「
不
凍
止
水
栓
」
を
完

全
に
閉
め
き
り
、
蛇
口
を
開
き
水

抜
き
し
ま
し
ょ
う
。
半
閉
め
の
状

態
だ
と
水
が
漏
れ
続
け
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
完
全
に
閉
め
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
朝
使
用
す
る
場

合
は
完
全
に
開
け
て
く
だ
さ
い
。

（
半
閉
め
半
開
き
で
漏
水
す
る
ケ

ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
の
で
要

注
意
。）

 

水
道
事
業
�
�
�
�
知
�
�

�
冬
季
間
使
用
�
�
�
施
設
�
閉

�

栓
手
続
�
�
�
�
�
�
�

　

冬
季
間
は
、
メ
ー
タ
ー
検
針
を

休
み
ま
す
の
で
、
漏
水
の
発
見
、

通
知
の
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
ま
せ
ん
。

漏
水
事
故
の
発
見
が
遅
れ
多
額
な

水
道
料
金
が
請
求
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
冬
季
間
使
用
し
な

い
施
設
は
閉
栓
手
続
き
を
し
ま
し

ょ
う
。
閉
栓
、
開
栓
手
数
料
は
そ

れ
ぞ
れ
１
０
０
０
円
（
計
２
０
０

０
円
）
必
要
で
す
が
、
閉
栓
中
は

基
本
料
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

�
水
道
管
�
破
裂
�
�
�

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル

ブ
を
閉
め
、
と
り
あ
え
ず
水
を
止

め
て
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
給
水
指

定
工
事
業
者
に
連
絡
し
て
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

修
理
代
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

�
簡
単
�
漏
水
�
発
見
方
法

　

家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
か

ら
、
メ
ー
タ
ー
を
見
て
く
だ
さ
い
。

銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
か
１

リ
ッ
ト
ル
針
が
動
い
て
い
た
ら
ど

こ
か
で
漏
水
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
水

道
業
務
係
（
☎
85

－

６
１
３
７
）

降雪と低温の被害対策には、

みなさん一人ひとりの力が必要です。
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雪
中
�
�
�
�
子
供
大
会

参
加
�
�
�
募
集

●
試
合
方
式

　

予
選
リ
ー
グ
を
行
い
、
各
リ
ー

グ
１
位
の
チ
ー
ム
で
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

予
選
リ
ー
グ
：
１
試
合
10
分
間

と
し
、
前
半
後
半
や
ロ
ス
タ
イ
ム

・
延
長
は
設
定
し
ま
せ
ん
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
：
１
試
合

10
分
間
と
し
、
勝
ち
抜
き
に
よ
り

優
勝
チ
ー
ム
を
決
定
し
ま
す
。

※
準
決
勝
敗
退
チ
ー
ム
同
士
に
よ

る
３
位
決
定
戦
を
行
い
ま
す
。

●
競
技
者
の
用
具

　

服
装
：
動
き
や
す
く
寒
く
な
い

服
装
。

　

靴
：
ゴ
ム
長
靴
の
み
。
靴
底
に

金
属
製
滑
り
止
め
が
付
い
て
い
る

の
は
使
用
禁
止
。

　
　
　

（
ゴ
ム
長
靴
は
ひ
も
な
ど

で
縛
っ
た
り
、
固
定
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。）

●
募
集
チ
ー
ム
数　

16
チ
ー
ム

●
参
加
方
法

　

所
定
の
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
大
会
事
務
局
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
先
着
順
に
て　

受
付
し

ま
す
。（
な
お
、
電
話
で
の
申
し
込

み
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。）

●
募
集
期
間　

12
月
15
日
（
木
）

〜
１
月
13
日
（
金
）
午
後
５
時

●
参
加
費　

１
人
１
０
０
０
円

（
保
険
、
昼
食
、
飲
み
物
代
込
）

●
表
彰
及
び
賞
品

　

優
勝
・
準
優
勝
・
３
位
の
チ
ー

ム
を
表
彰
し
ま
す
。

2006年2月5日（日）
東陽の里グラウンド

●
チ
ー
ム
編
成

　

１
チ
ー
ム
、
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ

メ
ン
バ
ー
６
人
編
成
と
し
、
補
欠

や
交
代
要
員
を
含
め
10
人
ま
で
の

チ
ー
ム
構
成
と
し
ま
す
。

●
参
加
資
格

　

小
学
４
年
生
以
上
６
年
生
ま
で
。

男
女
不
問
。

※
代
表
と
し
て
引
率
者
（
成
人
）

１
人
以
上
を
出
し
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
書
に
年
齢
を
記
入
し

て
い
な
い
チ
ー
ム
は
無
効
と
し
ま

す
。

大会事務局
〒992-0831　白鷹町荒砥甲784番地
白鷹町商工会館内　雪中サッカー実行委員会事務局
☎85－0055 ／ Fax85－0056
ホームページ：http://www1.shirataka.or.jp/sira-sei

　

十
王
地
内
で
分
譲
し
て
お
り
ま

す
「
白
鷹
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
も
、

お
か
げ
さ
ま
で
残
り
１
区
画
と
な

り
ま
し
た
。

◇
分
譲
地
概
要

�
所
在
地
�
白
鷹
町
大
字
十
王
字

宝
前
町
三
�
�
�
�
番
地
13

�
地
目
�
宅
地

�
区
域
�
都
市
計
画
区
域
内

�
学
区
�
町
立
荒
砥
小
学
校
�
町

立
東
中
学
校

�
水
道
�
町
水
道
配
管
済
�
加
入

金
�
自
己
負
担
�

�
排
水
�
町
公
共
下
水
道
�
受
益

者
負
担
金
不
要
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
自
己

負
担
�

�
電
気
�
引
込
線
�
自
己
負
担

�
�
�
�
�
�
�
�
共
同
受
信
�

�
�
�
�
加
入
�
加
入
金
�
管
理

費
�
�
�
衛
星
放
送
�
�
�

�
交
通
�
山
形
市
�
�
車
�
25
分
�

�
�
�
40
分
�
�
�
�
�
長
井
線

荒
砥
駅
�
�
車
�
5
分

◇
区
画
の
面
積
（
価
格
）

・
�
�
�
�
12
�

�
�
�
�
万
�
�
�
�
円
�

�
土
地
開
発
公
社
所
有
�

土
地
�
販
売
�
�
�
。

◇
販
売
地
概
要

�
所
在
地
�
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲

下
横
内
�
�
�
番
地
4
�
大
天
白

83
番
地
4
�
町
道
道
目
記
貝
生
線
�

荒
砥
小
学
校
東
側
付
近
�

●
地
積
�
�
�
�
�
13
�

●
地
目
�
宅
地
�
整
地
�
必
要
�

�
�

●
区
域
�
都
市
計
画
区
域
内

●
水
道
�
町
水
道
未
配
管
�
加
入

金
�
配
管
工
事
費
�
自
己
負
担
�

●
排
水
�
町
公
共
下
水
道
�
受
益

者
負
担
金
�
自
己
負
担
�

●
販
売
価
格
�

�
�
�
万
�
�
�
�
円

�
詳
細
�
�
問
�
合
�
�
�
�
�

�
�

●
い
ず
れ
の
土
地
も
、
先
着
順
で

す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ
は
、
白
鷹
町
土
地
開

発
公
社
（
役
場
政
策
改
革
課
内
）

ま
で
（
☎
85

－

６
１
２
３
）

白
鷹
�
�
�
�
�
�

残
り
１
区
画
！
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�
�
�
�
�
�
利
用
券
�
�
�
�

●
シ
ー
ズ
ン
券
を
お
求
め
の
か
た

は
、
下
記
の
料
金
と
本
人
の
顔
写

真（
縦
２
・
５
㌢
×
横
２
㌢
）
を
持

参
し
て
、
中
央
公
民
館
内
教
育
委

員
会
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。（
受
付

時
間
…
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
（
月
曜
日
午
後
７
時
、
月
曜
日

が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
午
後
７

時
）、な
お
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

12
月
29
日（
木
）〜
１
月
３
日（
火
）

は
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
乗
り
場
で
仮

シ
ー
ズ
ン
券
（
１
月
４
日
以
降
は

本
シ
ー
ズ
ン
券
と
の
交
換
が
必
要

で
す
の
で
教
育
委
員
会
に
お
い
で

く
だ
さ
い
）
を
発
行
し
ま
す
。

●
学
校
の
授
業
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
活
動
に
、
シ
ー
ズ
ン
券
は
使

え
ま
せ
ん
。

●
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
ほ
か
の
人
に

貸
し
た
り
譲
っ
た
り
で
き
ま
せ
ん
。

●
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
ナ
イ
タ
ー
で

も
使
用
で
き
ま
す
。

●
団
体
割
引
を
利
用
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
の
許
可

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
場
�
利
用
�
�
�
�

●
ゲ
レ
ン
デ
や
駐
車
場
で
は
、
事

故
防
止
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
員
や

係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

け
が
や
事
故
の
と
き
は
、
パ
ト
ロ

ー
ル
員
や
係
員
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

●
道
路
は
ス
キ
ー
で
滑
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

●
ポ
ー
ル
を
利
用
す
る
と
き
は
、

リ
フ
ト
管
理
人
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
を
児
童
や
生

徒
が
利
用
す
る
と
き
は
、
保
護
者

ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
人
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

●
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
で
は
、
原
則

と
し
て
ポ
ー
ル
や
コ
ー
ス
設
定
は

で
き
ま
せ
ん
。

●
ご
み
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

毎月第３日曜日は、　
小学生までリフトが
無料になります。　

問い合わせ

教育委員会生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

白鷹スキーセンター（☎87－2456）

白鷹町営スキー場リフト管理棟（☎87－2215）

リフト券 料　金

１回券 150円

回数券
大人（11回券） 1,500円

小人（11回券） 1,000円

１日券
大　人 2,200円

小　人 1,500円

ナイター券
大　人 1,200円

小　人 800円

シーズン券

小学生以下 10,000円

中学生 13,000円

高校生・大人 20,000円

注）小人は、小学生以下です。
　　１回券、回数券及び１日券はナイターで使用で
　　きません。
　　シーズン券はナイター使用を含みます。
　　リフトに乗車するすべてのお客様よりリフト料
　　金をいただきます。
　　（幼児・高齢者についても同様です）

営　業　時　間

12月20日（火）～３月21日（火）
・午前９時～午後４時30分（土・日・祝日　午後５時）

・午後５時30分（土・日・祝日　午後５時）～午後９時（ナイター）

（期間及び営業時間は、積雪状況により変わることがあります。

　土・日・祝日の日中→ナイターの切り替え時に10～15分程度

　リフトを停止しますので、ご了承ください。）

白
鷹
町
営
�
�
�
場
�
�
案
内

　

毎
月
第
３
日
曜
日
は
、
小
学
６

年
生
ま
で
リ
フ
ト
が
無
料
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ー
技
術
の
向
上
と
誘
客
の
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
乗
り
場
で

「
ス
キ
ー
子
ど
も
の
日
無
料
パ
ス
」

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
付

け
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
冬
も
白
鷹
町
営
ス
キ
�
場
が

お
も
し
ろ
い
！
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佐
藤　

惠
美
（
蚕
桑
小
６
年
）

     

　

 

　

　

八
木　

大
地
（
荒
砥
小
５
年
）

　

梅
津　

亜
紀
（
東
根
小
６
年
）

平
成
17
年
度

明
�
�
選
挙
標
語
入
賞
者

●
最
優
秀
賞 

 

　

芳
賀
美
乃
理
（
蚕
桑
小
３
年
）

「
せ
ん
き
ょ
に
は　

ゆ
め
と
き
ぼ

　

う
が　

つ
ま
っ
て
る
」

●
優
秀
賞

　

鈴
木　

聡
美
（
東
根
小
６
年
）

「
こ
の
人
と　

決
め
る
役
目
は　

　

あ
な
た
で
す
」

　

菊
地　

康
紘
（
東
中
１
年
）

「
選
挙
権　

あ
な
た
が
託
す　

明

　

日
の
日
本
」

　

安
部　

千
裕
（
西
中
２
年
）

「
よ
く
考
え
て　

あ
な
た
の
意
思

　

で　

投
票
を
」

　

岩
崎　

翔
太
（
東
中
３
年
）

「
選
挙
で
は　

い
つ
も
あ
な
た
が

　

主
役
で
す
」

●
入
選

小
学
校
低
学
年
の
部

　

片
山　

裕
介
（
蚕
桑
小
３
年
）

　

長
岡　

洋
人
（
蚕
桑
小
３
年
）

　

伊
藤　

茅
春
（
蚕
桑
小
３
年
）

　

長
谷
部
ま
り
な（
蚕
桑
小
３
年
）

　

小
形　

瞭
真
（
東
根
小
２
年
）

　

遠
藤　

竜
平
（
東
根
小
３
年
）

　

鈴
木
あ
い
る
（
荒
砥
小
２
年
）

小
学
校
高
年
の
部

　

佐
々
木
大
樹
（
蚕
桑
小
６
年
）

　

児
玉　

志
保
（
蚕
桑
小
６
年
）

　

沼
澤　

晃
菜
（
東
根
小
６
年
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
発
表

　

鈴
木　

翔
太
（
東
根
小
６
年
）

　

笹
原　
　

涼
（
東
根
小
６
年
）

　

上
田　

幸
祐
（
東
根
小
６
年
）

　

関　
　

星
河
（
荒
砥
小
４
年
）

　

細
谷　

千
博
（
荒
砥
小
５
年
）

　

田
井
地　

諒
（
荒
砥
小
５
年
）

　

大
貫　

拓
哉
（
荒
砥
小
５
年
）

　

大
嶋　

未
来
（
鷹
山
小
４
年
）

中
学
校
１
年
の
部

　

岩
崎　
　

泉
（
西
中
）

　

横
沢　

竜
二
（
西
中
）

　

佐
藤　

真
未
（
東
中
）

　

安
達　

貴
洋
（
東
中
）

　

塚
本　

昌
志
（
東
中
）

　

菅
原　

沙
織
（
東
中
）

　

長
岡　

大
輔
（
東
中
）

中
学
校
２
年
の
部

　

船
山　

遥
佳
（
西
中
）

　

横
山　

実
咲
（
西
中
）

　

斎
藤　

彩
香
（
西
中
）

　

影
澤　

夏
希
（
東
中
）

　

菅
間　

彩
菜
（
東
中
）

　

川
井　

花
枝
（
東
中
）

　

中
村　

友
紀
（
東
中
）

中
学
校
３
年
の
部

　

高
木　
　

彩
（
西
中
）

　

小
林　

果
歩
（
西
中
）

　

佐
藤　
　

魁
（
西
中
）

　

酒
井　

千
雪
（
西
中
）

　

守
谷
賢
一
郎
（
東
中
）

　

鈴
木
麻
由
美
（
東
中
）

　

向
田　

麻
美
（
東
中
）

�
�
�
弁
当
�
�
�
�
�
入
賞
者

11
／
13（
日
）健
康
ま
つ
り

▼
部
門

親
子
で
作
る
お
弁
当

　

保
育
園
児
の
部
、
小
学
生
の
部

自
分
で
作
る
お
弁
当

　

高
校
生
の
部

▼
応
募
総
数　

42
点

▼
書
類
審
査
通
過
数　

30
点

●
最
優
秀
賞

　

樋
口　

円
・
美
貴（小

学
生
の
部
）

「
白
鷹
野
菜
た
っ
ぷ
り
弁
当
」　

・
ご
は
ん
、
炒
り
卵
、
大
根
の
く

き
炒
め
、
は
ん
ぺ
ん
納
豆
フ
ラ
イ
、

麩
の
か
ら
揚
げ
、
ほ
う
れ
ん
草
の

の
り
巻
き
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
大

根
サ
ラ
ダ
、
う
さ
ぎ
り
ん
ご

●
優
秀
賞

　

迎
田
沙
織
（
高
校
生
の
部
）

「
普
段
着
の
お
弁
当
」

　

川
部
春
佳
（
高
校
生
の
部
）

「
秋
の
味
覚
ヘ
ル
シ
ー
弁
当
」

●
町
健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長
賞

　

松
野
ひ
か
り
・
み
き

（
保
育
園
児
の
部
）

「
秋
の
お
い
し
い
お
弁
当
」

●
町
地
産
地
消
推
進
協
議
会
長
賞

　

菅
桂
太
朗
・
亜
貴
子

（
小
学
生
の
部
）

「
秋
鮭
の
親
子
ご
は
ん
弁
当
」

●
地
区
栄
養
士
会
長
賞

　

橋
本
静
夏
（
高
校
生
の
部
）

「
鶏
肉
の
レ
モ
ン
漬
け
弁
当
」

平
成
17
年
度

明
�
�
選
挙
�
�
�
�
入
賞
者

　

船
山　

千
帆
（
蚕
桑
小
３
年
）
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中
学
生
��
税
�
�
�
�
�
作
文
��
�
�
�
�
入
賞
者

●
東
北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　

小
川　

直
也
（
東
中
３
年
）

「
税
金
に
つ
い
て
」

●
山
形
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　

沼
澤　

優
花
（
東
中
３
年
）

「
税
金
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
」

●
長
井
税
務
署
長
賞

　

湯
澤　

未
歩
（
東
中
３
年
）

「
私
達
の
暮
ら
し
と
税
金
」

地域で子育てを応援しています

　子どものことや子育てについて、一人で抱え込んでいませんか。３人の主任児童委員や各
地区担当の民生委員・児童委員のかたも、地域で子育て家庭を見守っています。
　子どもに関する相談などがありましたら、お気軽にご相談ください。
　主任児童委員のかたには、平成17年12月より、乳幼児健診（３カ月・９カ月）にもお手伝
いいただきます。

　地域みんなで子育てを支え合う環境をつくりましょう。

問い合わせ
健康福祉課児童係（☎86－0212）

影山美佐子主任児童委員

蚕桑・鮎貝地区担当

芳賀和子主任児童委員

荒砥・東根地区担当

高谷悦子主任児童委員

十王・鷹山地区担当

－主任児童委員のご紹介－

結
果

学
校
名

学
年

氏　
　

名

題　
　
　
　

名

特
選

荒
砥
小

５

鈴
木　

大
成

生
き
物
の
た
め
に

特
選

東　

中

２

八
木　

美
波

自
由
を
求
め
て

入
選

荒
砥
小

１

笹
原　

清
美

あ
さ
が
お
の
ひ
み
つ
い
�
ぱ
い

入
選

鮎
貝
小

３

相
馬　

孝
紀
�
そ
し
て
�
カ
エ
ル
は
と
ぶ
！
�

を
読
ん
で

入
選

東
根
小

４

菅
間　

結
衣
�
ス
ズ
メ
の
大
研
究
�
か
ら
の

お
ど
ろ
き

入
選

荒
砥
小

６

吉
川
友
香
里

自
然
環
境
を
守
り
た
い

入
選

西　

中

１

児
玉
真
乃
介
�
塩
狩
峠
�
を
読
ん
で

入
選

東　

中

１

黒
沼　

成
美

ラ
ス
ト
メ
�
セ
�
ジ

西
置
賜
地
区
読
書
感
想
文
�
�
�
�
�
入
賞
者

＊
特
選
の
作
品
は
、
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
へ
出
品
さ
れ
ま
す
。
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第
47
回
西
置
賜
地
区
縦
断
駅

伝
競
走
大
会

白
鷹
町
�
�
�

大
会
�
連
覇
達
成

11
月
６
日
（
日
）

●
大
会
総
合
成
績

第
１
位　

白
鷹
町４

時
間
00
分
13
秒

第
２
位　

長
井
市４

時
間
04
分
12
秒

第
３
位　

飯
豊
町４

時
間
21
分
58
秒

　

－　
　

小
国
町

●
区
間
賞

１
区　

髙
橋
あ
か
ね（
東
根
小
）

区
間
新

３
区　

澤
浦
将
光（
荒
砥
小
）

４
区　

鈴
木
亮
太（
東
海
大
山
形
高
）

７
区　

竹
田
則
幸（
荒
砥
甲
）

12
区　

沼
澤
伸
壽（
富
士
大
）区間

新

　12月２日、パワーセンターで、白鷹ブラ
ンド化セミナーが開催されました。ブラン
ド化による地域づくりを目指すために初め
て行われたもので、事業者を中心に約170
人が参加しました。講師の谷村智康さんは
「的を絞り物語を伝えることが必要。」、志
賀秀一さんは「自信を持って相手に伝え、
続けることが大切。」などと講演されました。
白鷹にあるものをどう表現するかが、ブラ
ンド化の課題であることを学びました。

地
域
�
持
�
個
性
�
誇
�
�
持
�
�
�
�
�

白
鷹
�
�
�
�
化
�
�
�
�

　11月20日、パワーセンターで、環境シン
ポジウムが開催されました。地球規模の環
境の問題を町民一人ひとりが理解し、まず
身近な省エネを考えていこうと開催されま
した。東北芸術工科大学の三浦秀一助教授
が地球環境の現状について講演したあと、
環境問題に携わる４人のパネラーが、「なん
のためにやるかという共通理解が必要」「協
働による取り組みで進む」などと述べ、来
場者とともに省エネの必要性を考えました。

一
人
�
�
�
�
省
�
�
�
地
球
�
守
�

白
鷹
町
環
境
�
�
�
�
�
�

　11月７日、パワーセンターで「門脇厚司
講演会」が行われました。社会力のある子
どもの育成のため、大人が子どもの居場所
をつくり、まっとうに付き合うことが必要
であることなどを講演いただきました。第
２部のＹＢＣの芳賀道也さんとの対談では、
付せん紙を例に挙げ、人と人とが結びつく
ための「のりけ」のある子どもをつくるた
め、進んで子どもに近づくことなど、熱の
こもったお話をいただきました。

子
�
�
�
社
会
力
�
育
�
��

大
人
�
�
社
会
�
�

白
鷹
学
講
座�
門
脇
厚
司
講
演
会
�

　11月４日、鮎貝小学校５年生33人が収穫
感謝祭を開催しました。これまで５年生は、
総合学習の一環として、５月にもち米のヒ
メノモチ、はえぬきを田植えしたほか、９
月には稲刈り、10月に脱穀作業を体験しま
した。そして、今回は昔ながらの杵と臼で
「もちつき」を行い、今まで稲作の指導を
していただいた鮎貝堰土地改良区の皆さん
や地域のかたがたに、つきたてのもちが振
る舞われました。

自
然
�
恵
�
�
地
域
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
田
�
�
�
学
校
�
収
穫
感
謝
祭
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　11月13日、健康福祉センターにおいて、
健康まつりが行われました。保育園児たち
の歌の発表でにぎやかに始まり、荒砥高校
生の禁煙研究、体力チェックコーナーや歯
ピカ隊のブラッシング指導などの展示・体
験がコーナーが企画されました。げんき弁
当コンクールでは、親子や高校生の目にも
鮮やかで健康にも配慮した内容の作品が多
数展示され、訪れた人たちは口々に「おい
しそう」と話していました。

言
葉
�
心
�
�
�
�
合
�
豊
�
�
町
�

元
気
�
�
�
�
健
康
�
�
�

　住民のコミュニティ活動を推進するため、
自治宝くじの収益金から助成される「コミ
ュニティ助成事業」を活用し、このたび健
康運動広場（健康福祉センター東側）につ
いて、桜の植え替え、土壌改良、暗きょ排
水工事を実施しました。
　グラウンドゴルフなどの軽スポーツに幅
広く活用されている広場ですが、来春には
桜でいっぱいの広場に生まれ変わり、一層
の活用が期待できます。

桜
�
�
�
�
�
�
健
康
運
動
広
場
�

平
成
17
年
度
緑
化
推
進
�
�
�
�
�
�
助
成
事
業

丸
川
晃
一
�
��
横
田
尻
��

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
受
賞

　

丸
川
さ
ん
は
、
統
計
調
査
員
と

し
て
農
業
経
営
統
計
調
査
に
永
年

従
事
さ
れ
、
農
林
水
産
統
計
情
報

の
提
供
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

中
川
順
一
�
�
�
山
口
�
�

西
置
賜
地
区
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
長
表
彰
受
賞

　

中
川
さ
ん
は
、
元
蚕
桑
18
町
内

納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
、
永
年

に
わ
た
り
納
税
意
識
の
高
揚
に
尽

力
さ
れ
、
納
税
行
政
の
適
正
な
運

営
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

県
女
子
駅
伝

白
鷹
出
身
選
手
健
闘
�

　

11
月
20
日（
日
）、
第
22
回
県
女

子
駅
伝
競
走
大
会
が
上
山
市
本
庄

地
区
公
民
館
か
ら
山
形
市
の
山
新

放
送
会
館
ま
で
５
区
間
20
・
６
㎞

の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
長
井
・

西
置
賜
チ
ー
ム
は
総
合
第
５
位
の

成
績
で
見
事
入
賞
し
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
か
ら
は
、
信
夫
香
織
選

手
（
第
３
区
・
西
中
３
年
）、鈴
木

麻
由
美
選
手
（
第
４
区
・
東
中
３

年
）、村
上
奈
央
選
手
（
第
５
区
・

上
山
明
新
館
高
２
年
）
が
出
場
し
、

チ
ー
ム
５
位
入
賞
の
原
動
力
と
な

り
ま
し
た
。
と
く
に
、
第
３
区
の

信
夫
選
手
は
区
間
第
３
位
の
成
績

を
納
め
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
出
身
選
手
の
健
闘
を
称

え
る
と
と
も
に
、
選
手
本
人
の
努

力
は
も
と
よ
り
、
選
手
の
育
成
に

対
す
る
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
尽

力
、
ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
深
山
郷
�
�
�
推

進
協
議
会
�
山
形
県
�
�
�

�
�
�
賞
受
賞　

　

こ
の
賞
は
、
地
域
の
環
境
を
生

か
し
、
優
れ
た
経
営
実
績
を
築
き
、

創
意
工
夫
に
富
む
技
術
開
発
や
魅

力
あ
る
く
ら
し
を
実
践
し
て
い
る

農
業
者
等
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

い
き
い
き
深
山
郷
づ
く
り
推
進

協
議
会
は
、
地
区
民
全
員
が
参
加

し
、
地
産
地
消
や
都
市
と
農
村
の

交
流
、
雇
用
創
出
な
ど
を
積
極
的

に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
い
き
い
き
深
山
郷
「
の

ど
か
村
」
に
お
い
て
は
、
地
域
農

産
物
を
活
用
し
た
郷
土
料
理
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
農
産
物
の
直

売
や
地
場
産
大
豆
味
噌
の
製
造
、

稲
刈
り
体
験
な
ど
を
通
し
、
交
流

拡
大
と
経
済
効
果
創
出
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。
そ
の
功
績
に
よ
り
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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男
子
ダ
ブ
ル
ス　

Ａ
ク
ラ
ス

１
位　

鈴
木　

上
太（
南
陽
バ
ド
協
）

　
　
　

竹
田　

和
弘

２
位　

佐
藤　

孝
志（
玉
ち
ゃ
ん
ズ
）

　
　
　

高
野　
　

朋

３
位　

菊
地　
　

勝（
Ｆ
Ｍ
Ｃ
）

　
　
　

斎
藤　

貴
文

３
位　

大
沼　
　

昇（
玉
ち
ゃ
ん
ズ
）

　
　
　

梅
津　

知
巳

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

Ｂ
ク
ラ
ス

１
位　

高
橋　

英
二（
レ
ベ
ル
）

　
　
　

佐
藤　

福
一

２
位　

長
岡　

浩
彰（
玉
ち
ゃ
ん
ズ
）

　
　
　

大
瀧　

暁
之

３
位　

浅
岡　

敬
雄（
南
陽
バ
ド
協
）

　
　
　

斎
藤　

雅
彦

３
位　

塚
本　

保
正（
シ
ャ
ト
ル
）

　
　
　

塚
本　

昌
志（
東
中
学
校
）

女
子
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

高
橋　

美
希（
長
井
工
業
）

　
　
　

小
関　

千
鶴

２
位　

勝
見　

伶
香（
長
井
工
業
）

　
　
　

大
塚
真
菜
美

３
位　

鈴
木
千
恵
美（
長
井
工
業
）

　
　
　

孫
田
あ
ゆ
み

３
位　

高
石　

麻
実（
長
井
工
業
）

　
　
　

平
田　

聡
美

混
合
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

長
谷
部
紘
和（
長
井
工
業
）

　
　
　

小
関　

千
鶴

２
位　

平
田　
　

将（
長
井
工
業
）

　
　
　

高
橋　

美
希

３
位　

鈴
木　

敏
広（
シ
ャ
ト
ル
）

　
　
　

小
形
登
美
子（
白
鷹
ス
ク
ー
ル
）

３
位　

小
笠
原
悠
太（
長
井
工
業
）

　
　
　

高
石　

麻
実

少
年
少
女
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

舩
山　

里
穂（
東
根
小
学
校
）

　
　
　

長
谷
川
和
音（
荒
砥
小
学
校
）

２
位　

塚
本　

雄
大（
荒
砥
小
学
校
）

　
　
　

横
澤　

駿
介（
長
井
小
学
校
）

３
位　

荒
木　
　

凌（
鮎
貝
小
学
校
）

　
　
　

横
澤
健
太
郎（
長
井
小
学
校
）

３
位　

佐
藤　

涼
香（
蚕
桑
小
学
校
）

　
　
　

金
田　

葉
月

�
�
�
�
大
会
�
結
果

●
団
体
の
部

小
学
男
子

１
位　

蚕
桑
Ａ
、
２
位　

荒
砥
Ａ
、

３
位　

蚕
桑
Ｂ
、
３
位　

鮎
貝

小
学
女
子

１
位　

蚕
桑
、
２
位　

荒
砥
、　

３
位　

鮎
貝

中
学
男
子

１
位　

東
中
Ｃ
、
２
位　

東
中
Ｂ
、

３
位　

西
中
Ａ
、
３
位　

東
中
Ａ

中
学
女
子

１
位　

東
中
、
２
位　

西
中

●
個
人
戦

小
学
男
子
３
年
以
下
の
部

　

１
位　

長
谷
部
祥
太（
鮎
貝
小
）

　

２
位　

相
馬　

孝
紀（
鮎
貝
小
）

　

３
位　

土
屋　

建
二（
鮎
貝
小
）

　

３
位　

関　
　

恭
平（
鮎
貝
小
）

小
学
男
子
４
年
の
部

　

１
位　

丸
川
賢
太
郎（
蚕
桑
小
）

　

２
位　

金
田　

耕
哉（
蚕
桑
小
）

　

３
位　

板
垣　

稜
也（
蚕
桑
小
）

　

３
位　

金
田　
　

同（
蚕
桑
小
）

小
学
男
子
５
年
の
部

　

１
位　

板
垣　

和
貴（
蚕
桑
小
）

　

２
位　

五
十
嵐
将
二
郎（
荒
砥
小
）

　

３
位　

金
田　

拓
海（
蚕
桑
小
）

　

３
位　

丸
川　

和
輝（
蚕
桑
小
）

小
学
男
子
６
年
の
部

　

１
位　

新
宮　

大
史（
荒
砥
小
）

　

２
位　

奥
山　

貴
晶（
荒
砥
小
）

　

３
位　

渡
部
昌
太
郎（
蚕
桑
小
）

　

３
位　

澤
浦　

将
光（
荒
砥
小
）

小
学
女
子
３
年
以
下
の
部

　

１
位　

渡
部　

千
尋（
蚕
桑
小
）

　

２
位　

金
田
日
菜
子（
蚕
桑
小
）

　

３
位　

吉
村　

佳
奈（
蚕
桑
小
）

　

３
位　

児
玉　

由
夏（
蚕
桑
小
）

小
学
女
子
４
年
の
部

　

１
位　

松
木　

雅
子（
荒
砥
小
）

　

２
位　

赤
間　

千
春（
蚕
桑
小
）

　

３
位　

新
野　

愛
美（
荒
砥
小
）

小
学
女
子
５
年
の
部

　

１
位　

小
林　
　

薫（
蚕
桑
小
）

　

２
位　

相
馬　

祥
子（
鮎
貝
小
）

　

３
位　

松
岡
沙
裕
海（
荒
砥
小
）

　

３
位　

梅
津　

智
華（
荒
砥
小
）

小
学
女
子
６
年
の
部

　

１
位　

児
玉
佳
奈
子（
蚕
桑
小
）

　

２
位　

神
居　

幸
恵（
鮎
貝
小
）

　

３
位　

五
十
嵐
安
世（
蚕
桑
小
）

中
学
男
子
１
年
の
部

　

１
位　

松
木　

光
寿（
東
中
）

　

２
位　

岩
崎　

寛
憲（
東
中
）

　

３
位　

土
屋　

輝
明（
西
中
）

　

３
位　

松
野　

勝
典（
東
中
）

中
学
男
子
２
年
の
部

　

１
位　

稲
葉　

陽
祐（
西
中
）

　

２
位　

渡
辺　
　

輝（
西
中
）

　

３
位　

渡
部　

陽
貴（
西
中
）

　

３
位　

菅
原　
　

楽（
東
中
）

中
学
男
子
３
年
の
部

　

１
位　

海
老
名
秀
揮（
東
中
）

　

２
位　

伊
藤　

綾
祐（
西
中
）

　

３
位　

梅
村　
　

歩（
東
中
）

　

３
位　

海
老
名
拓
馬（
東
中
）

中
学
女
子
オ
�
プ
ン
の
部

　

１
位　

渋
谷　

瑞
貴（
東
中
）

　

２
位　

海
老
名
彩
香（
東
中
）

　

３
位　

殿
岡
裕
佳
子（
東
中
）

　

３
位　

小
林　
　

葵（
西
中
）

高
校
・
一
般
の
部

　

１
位　

奥
山　
　

久

　

２
位　

竹
田　

勝
成

　

３
位　

横
山　

大
輔

　

３
位　

横
井　

真
人

第
39
回
白
鷹
町
剣
道
大
会�

11
月
20
日
（
日
）

東
中
学
校
体
育
館

白
鷹
町
�
�
�
�
�
�
大
会

11
月
13
日（
日
）

鮎
貝
小
学
校
体
育
館
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元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

 

〈高齢者編〉

寒い冬を健康にいきいきと生活するために、温泉を活用しましょう！
　温泉には、心も体もほぐす自然の不思議な力があります。温泉水に含まれる化
学成分や森林などの自然環境の総合的な効果によるものです。
山形県健康増進計画「健康文化やまがた21」でも、温泉を活用した健康づくりを
進めています。 「元気ニコニコ推進会議」

掲示板
　今年度の健康まつりに、
荒砥高校生の禁煙の研究が
紹介されました。胎児、乳
幼児の成長に甚大な影響を
及ぼすことなど専門の医師
から助言を得ながら発表さ
れました。今後さらなる禁
煙が進むことを期待します。

元気  

ニコニコ

なるほど情報局
〈かぜの予防〉

●なぜ、温泉はいいの？
　①科学的な効果

　　―塩分が温熱効果を高める

　②温熱の効用

　　―血行促進と体の柔軟化

　③自然環境の効用

　　―気分転換でストレス解消

　④水圧の効用

　　―足のむくみがとれる

　⑤ふれあい交流の場

　　―出会いの刺激が活力に

　⑥浮力、水の抵抗の効用

　　―足腰への負担が軽くなる

　寒さが一段と厳しくなり、風邪をひきやすい季節になりました。
「ただの風邪」なんて油断していると、高齢者や幼児は肺炎などの重
症になりかねません。家族みんなで風邪予防をはじめましょう！

【風邪予防その１】
　　外出時はマスクをして、帰ったらうがい・手洗いを十分にする。
　＊日本茶でうがいをするとより効果大ですよ。

【風邪予防その２】
　　疲れを溜めない、適度な運動を心がける。
　＊こたつにばかり入らず、一日15分以上は運動しましょう。

【風邪予防その３】
　　お部屋ものども乾燥しないように湿度調整、水
　分補給をこまめにする。
　＊ホットレモンやたまご酒、しょうが湯など、体
　　が温まる飲み物が　　おススメです。

風邪予防で心も体もぽっかぽっか！

＜白鷹町の温泉＞
・白鷹温泉（下山地内）－単純硫黄温泉

・黒鴨温泉（黒鴨地内）－純重曹泉

・鷹野湯温泉（十王地内）

　－ナトリウム塩化物、硫酸塩温泉

＜温泉効能表＞
・硫黄泉―血管を拡張させる作用

・重曹泉―湯上りさわやか「冷えの湯」

・塩化物泉―湯冷めしにくい「熱の湯」
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学
校
紹
介

白
鷹
町
立
東
根
小
学
校

　

本
校
は
児
童
１
７
８
人
が
「
み

ん
な
仲
よ
し　

笑
顔
と
や
る
気
で

が
ん
ば
る
こ
と
」
を
心
し
て
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

学
校
は
今
年
で
創
立
80
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
そ
の
節
目

の
年
と
し
て
、
児
童
一
人
ひ
と
り

が
学
校
の
歴
史
と
伝
統
を
感
じ
、

学
校
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

か
た
が
た
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

自
分
を
見
つ
め
、
夢
や
希
望
を
抱

い
て
活
躍
し
て
い
け
る
よ
う
折
お

り
の
場
で
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

�
自
分
�
夢
�
希
望
�
発
表

　

10
月
６
日
、
冒
険
家
の
大
場
満

郎
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
一
環
と
し
て
「
人
と
し
て

の
生
き
方
」
を
学
ん
だ
り
、「
自
分

の
夢
」
を
語
り
合
っ
た
り
す
る
授

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
年
生
は
総
合
的
な
学
習
と
し

て
半
分
成
人
式
に
向
け
て
、
今
の

自
分
の
よ
い
と
こ
ろ
や
将
来
の
夢

を
話
し
合
い
ま
し
た
。
５
年
生
は

道
徳
「
ぼ
く
の
大
空
」
と
い
う
内

容
で
ハ
ン
デ
ィ
を
持
っ
た
か
た
の

生
き
方
を
考
え
ま
し
た
。

　

大
場
さ
ん
の
「
地
球
冒
険　

生

き
る
っ
て
す
ば
ら
し
い
」
と
題
し

た
講
演
で
は
、
北
極
点
到
達
を
め

ざ
し
た
実
体
験
を
通
し
た
話
に
心

が
引
き
込
ま
れ
、「
夢
を
あ
き
ら
め

な
い
。
夢
は
必
ず
達
成
で
き
る
。」

と
い
う
心
意
気
と
努
力
に
共
感
し

ま
し
た
。

�
学
校
�
感
謝
�
奉
仕
活
動
�

　

10
月
13
日
、
１
年
生
か
ら
６
年

生
で
構
成
し
た
縦
割
り
班
で
奉
仕

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

  

学
校
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
普

段
気
づ
け
な
い
場
所
の
掃
除
を
し

た
り
、
校
庭
に
球
根
を
植
え
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
班
が
考
え
た
内
容
で

が
ん
ば
り
ま
し
た
。
や
り
終
え
た

子
ど
も
た
ち
の
満
足
し
た
表
情
に
、

き
れ
い
に
な
っ
た
学
校
が
喜
ん
で

い
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

�
創
立
記
念
式
典
�
学
習
発
表
会

　

町
長
さ
ん
を
始
め
た
く
さ
ん
の

お
客
様
を
お
招
き
し
て
、
11
月
３

日
創
立
記
念
式
典
と
学
習
発
表
会

を
行
い
ま
し
た
。
式
典
で
は
各
学

年
の
代
表
児
童
が
「
80
周
年
の
記

念
の
年
に
将
来
の
夢
に
つ
い
て
、

自
分
自
身
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
」

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
学
習
発
表
会

で
は
、
３
年
生
が
校
歌
の
歌
詞
の

意
味
や
校
歌
に
ま
つ
わ
る
思
い
を

発
表
し
た
り
、
４
年
生
は
地
域
の

教
材
「
諏
訪
堰
」
を
劇
な
ど
に
し

て
発
表
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
に
た
く

さ
ん
の
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｎ

山
形
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

国
道
�
�
�
号
立
体
交
差
部
�

工
事
�
始
�
�
�
�
�
�

　

国
道
２
８
７
号
と

町
道
荒
砥
駅
本
宿
線

の
立
体
交
差
に
伴
う

工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
草

木
沢
川
と
町
道
を
ま

た
ぐ
橋
梁
の
下
部
工

の
工
事
で
、
そ
れ
に

先
立
ち
橋
梁
工
事
個

所
を
迂
回
す
る
仮
設

道
路
建
設
が
行
わ
れ

ま
す
。
来
年
２
月
末

（
予
定
）
か
ら
は
仮

設
道
路
を
通
行
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

国
道
工
事
完
成
予

定
の
19
年
度
ま
で
切

り
替
え
を
し
な
が
ら
、

仮
設
道
路
を
通
行
し

て
の
工
事
と
な
り
ま

す
。
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

置
賜
総
合
支
庁
西
置

賜
道
路
計
画
課

（
☎
88

－

５
１
１
１

・
内
線
３
３
３
）
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募　集

催　し

親
子
�
�
菓
子
�
�
�

　

ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
味
わ
い
合

い
な
が
ら
、
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
い
時

間
を
親
子
で
い
か
が
で
す
か
。
昨

年
も
大
好
評
で
し
た
。

▼
い
つ　

12
月
23
日
（
金
・
祝
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

ふ
る
さ
と
子
ど
も
交

流
館
（
下
山
）

▼
対
象　

親
子
10
組
ま
で

　
　
　

（
幼
児
か
ら
大
歓
迎
）

▼
内
容

①
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
つ
く
り

＊
自
由
に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま

す
。

②
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

▼
参
加
費　

１
組
１
５
０
０
円

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ハ
ン
ド

ミ
キ
サ
ー（
お
持
ち
の
か
た
の
み
）

▼
締
め
切
り　

12
月
18
日
（
日
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

子
ど
も

交
流
館
・
菅
原
（
☎
85

－

５
６
６

６
）

介
護
講
座
�
�
案
内

　

一
般
の
か
た
に
わ
か
り
や
す
く
、

ま
た
、
介
護
職
の
か
た
に
も
ぜ
ひ

知
っ
て
も
ら
い
た
い
内
容
を
集
め

ま
し
た
。

▼
日
時
と
内
容

①
１
月
11
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
３
時

「
介
護
予
防
講
座　

新
し
く
な
る

介
護
保
険
」

②
１
月
18
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
３
時

「
介
護
予
防
講
座　

介
護
に
負
け

な
い
心
身
作
り
」（
実
技
あ
り
）

③
１
月
25
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

「
高
齢
者
の
心
と
か
ら
だ
の
問
題

を
知
る
（
特
別
企
画
）」

▼
ど
こ
で　

山
形
県
介
護
学
習
セ

ン
タ
ー

おしらせ

平
成
17
年
工
業
統
計
調
査
�
�

協
力
�
�
�
�

　

わ
が
国
の
製
造
業
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
に
、
毎
年
12
月
31
日

現
在
で
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

本
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方

公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
基
礎
資

料
、
企
業
や
大
学
の
研
究
資
料
な

ど
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
調
査
員

が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
。

▼
調
査
日　

平
成
17
年
12
月
31
日

現
在

▼
調
査
対
象　

主
と
し
て
製
造
業

を
営
む
事
業
所

▼
調
査
方
法　

調
査
員
調
査
（
調

査
員
が
調
査
票
を
配
布
し
、
回
収

し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務
課
情

報
企
画
係
（
☎
85

－

６
１
２
１
）

▼
受
講
対
象　

現
在
介
護
し
て
い

る
か
た
、
介
護
に
関
心
の
あ
る
か

た
な
ど

▼
定
員　

い
ず
れ
の
講
座
も
30
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
方
法　

講
座
ご
と
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お
申

込
く
だ
さ
い
。

（
講
座
名
・
名
前
・
住
所
・
電
話

番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。）

▼
そ
の
他　

実
技
実
習
が
あ
る
講

座
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

介
護
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

－

６
２
７

－

７
４
３
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
３

－

６
２
７

－

７
４
３
３
）

〈
ご
利
用
時
間　

土
・
日
・
祝
日

を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
〉

平
成
18
年
度
山
形
県
立
産
業
技

術
短
期
大
学
校
一
般
入
学
生
�

専
攻
科
生
募
集

一
般
入
学
生

▼
募
集
人
員

　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
10
人

　

情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
科
15
人

　

情
報
制
御
シ
ス
テ
ム
科
15
人

　

建
築
環
境
シ
ス
テ
ム
科
10
人

▼
修
業
年
限　

２
年

▼
出
願
資
格　

学
校
教
育
法
に
よ

る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
か
た

（
平
成
18
年
３
月
卒
業
見
込
み
の

か
た
を
含
む
）、ま
た
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
か
た
。

▼
試
験
日　

平
成
18
年
２
月
12
日（
日
）

▼
出
願
期
間　

平
成
18
年
１
月
23

日
（
月
）
〜
２
月
３
日
（
金
）

専
攻
科
生

▼
募
集
人
員

　

産
業
情
報
専
攻
科
生

▼
修
業
年
限　

１
年

▼
出
願
資
格　

在
職
者
ま
た
は
本

学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校

を
修
了
し
た
か
た
、
ま
た
は
こ
れ

と
同
等
以
上
の
教
育
機
関
を
修
了

し
た
か
た
（
平
成
18
年
３
月
修
了

見
込
み
の
か
た
を
含
む
）
で
あ
っ

て
、
情
報
技
術
の
積
極
的
な
活
用

に
必
要
な
技
術
及
び
知
識
を
習
得

で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
か
た
。

▼
試
験
日　

平
成
18
年
３
月
７
日（
火
）

▼
出
願
期
間　

平
成
18
年
２
月
13

日
（
月
）
〜
２
月
24
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
立
産
業

技
術
短
期
大
学
校
入
試
事
務
局

（
☎
０
２
３

－

６
４
３

－

８
４
３
１
）



●22

第
�
次
白
鷹
町
行
財
政
改
革
大

綱
�
策
定

　

自
立
の
町
を
目
指
し
た
平
成
17

年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
第

３
次
行
財
政
改
革
大
綱
を
最
終
決

定
い
た
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
役

場
政
策
改
革
課
、
中
央
公
民
館
、

各
地
区
公
民
館
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
、

国
の
行
革
指
針
に
基
づ
く
集
中
改

革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
数
値
目

標
等
を
精
査
し
、
３
月
を
め
ど
に

と
り
ま
と
め
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
中
間
報
告
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

町
民
の
か
た
か
ら
の
ご
意
見
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

役
場
政
策
改
革

課
（
☎
85

－

６
１
２
４
）

平
成
17
年
度�
�
�
�
海
外
�
�

�
�
�
��
�
協
力
�
�
�
�

　

世
界
に
は
、
紛
争
や
災
害
で
苦

し
ん
で
い
る
人
び
と
や
、
生
活
に

適
さ
な
い
水
、
衛
生
環
境
な
ど
健

康
に
生
き
る
た
め
の
基
本
的
な
条

件
す
ら
満
た
さ
れ
な
い
状
況
で
生

活
し
て
い
る
人
び
と
が
い
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
共
催

で
国
際
援
助
を
目
的
と
し
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
あ
た
た
か
い
善
意
の
義
援

金
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
間　

12
月
22
日
（
木
）
ま
で

▼
受
付
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

情
報
�
�
�
�
無
料
開
放
日
�

�
知
�
�

　

毎
月
第
４
土
曜
日
（
午
後
１
時

〜
４
時
）
は
白
鷹
町
総
合
情
報
セ

ン
タ
ー
の
無
料
開
放
の
日
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
無
料
で
使
い

放
題
で
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
日
も
、
無
料
で
開

放
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
は
２
月
中
旬

か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
総
合
情

報
セ
ン
タ
ー（
☎
86

－

０
１
５
１
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
派
遣
�

�
案
内

　

障
害
者
の
か
た
の
情
報
バ
リ
ア

フ
リ
ー
推
進
の
た
め
、
障
害
者
の

か
た
へ
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
派
遣
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
利
用
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
文
書
作

成
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
、
メ

ー
ル
の
送
り
方
が
わ
か
ら
な
い
と

き
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
出
向

い
て
丁
寧
に
お
教
え
し
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
対
象　

在
宅
の
視
覚
障
害
者
、

聴
覚
障
害
者
、
上
肢
機
能
障
害
者

及
び
障
害
に
よ
り
外
出
が
困
難
な

身
体
障
害
者
の
か
た

■
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
法
人

山
形
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

（
☎
０
２
３

－

６
８
６

－

３
６
９
０
）

�
�
�
�
�
労
働
相
談
�
�
�
番

▼
い
つ　

12
月
21
日
（
水
）
〜
22

日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▼
受
付
電
話

☎
０
１
２
０

－

３
７
８

－

０
６
０

☎
０
２
３

－

６
１
５

－

２
１
７
２

憲
法
制
定
60
周
年
記
念

民
事
法
律
扶
助
法
施
行
�
周
年
記
念

�
無
料
法
律
相
談
�
�
�
知
�
�

　

山
形
県
弁
護
士
会
で
は
、
財
団

法
人
法
律
扶
助
協
会
山
形
県
支
部

と
の
共
催
に
よ
り
、
無
料
出
張
法

律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

白
鷹
町
で
は
、
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
の
で
、
直
接
弁
護
士
と

ご
相
談
い
た
だ
く
機
会
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

平
成
18
年
１
月
18
日（
水
）

▼
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

中
央
公
民
館

▼
相
談
担
当
弁
護
士

　

山
形
県
弁
護
士
会
所
属

弁
護
士
２
人

▼
定
員　

先
着
16
人

＊
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
締
め
切
り　

平
成
18
年
１
月
10
日
（
火
）

▼
申
込
方
法
等

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

電
話
等
で
あ
ら
か
じ
め
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
は
、
一

人
に
つ
き
30
分
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
要
点

を
整
理
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
総

務
課
総
務
係（
☎
85

－

６
１
２
０
）

▼
相
談
会
場　

山
形
県
労
働
相
談

セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
山
形
市
）

▼
対
応
者　

労
働
組
合
役
員
（
県

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
、
県
労
連
、

各
地
域
労
連
ほ
か
）

▼
対
象　

フ
リ
ー
タ
ー
と
し
て
働

く
10
代
〜
30
代
の
か
た

＊
派
遣
、
請
負
、
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
雇
用
形
態
は
不
問
。

▼
相
談
内
容　

解
雇
、
契
約
期
間

途
中
の
解
約
、
賃
金
未
払
い
、
サ

ー
ビ
ス
残
業
、
安
全
衛
生
問
題
、

職
場
の
い
じ
め
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
労
働
相

談
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

－

６
１

５

－

２
１
７
２
）

●運動の重点
①高齢者の交通事故防止

②「しっかり止まってはっきり確認」の実践等

　冬道の交通事故防止

③飲酒運転の徹底追放

●冬道の安全運転５則
①スピードは夏場より10km以上減速する。

②車間距離は路面乾燥時の２倍以上とする。

③急加速、急ブレーキ、急ハンドル等の急激な

　操作はしない。

④視界不良時は前方をよく見て早めに徐行する。

⑤危険がいっぱい。追越しはしない。

年末の交通安全県民運動
期間　12月22日（木）～31日（土）



　　 広報しらたか　2005.12.12●23

　

平
成
17
年
も
残
る
と
こ
ろ
あ
と

わ
ず
か
で
あ
る
。

　

今
朝
は
雪
が
舞
い
、
ま
だ
ま
だ

積
も
る
気
配
は
感
じ
な
い
が
、
寒

さ
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
今

日
は
、
午
前
か
ら
に
か
け
て
の
白

鷹
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る

22
回
目
と
な
る
芸
能
大
会
、
ま
た

食
と
農
の
交
流
施
設
「
ど
り
い
む

農
園
直
売
所
」
い
ち
ご
園
開
園
が

行
わ
れ
た
。

　

人
生
80
年
の
時
代
、
幾
多
の
苦

難
を
乗
り
越
え
て
こ
の
白
鷹
町
を

つ
く
り
上
げ
て
き
た
先
輩
た
ち
の

交
流
と
親
睦
会
。
今
の
社
会
は
自

由
が
拡
大
に
な
っ
た
反
面
、
息
苦

し
さ
が
む
し
ろ
高
い
か
も
し
れ
な

い
。
人
び
と
の
生
活
の
な
か
に
、

お
の
お
の
の
人
び
と
に
合
っ
た
楽

し
み
と
生
き
が
い
、
そ
し
て
地
域

内
の
常
日
ご
ろ
の
交
流
が
あ
っ
て

こ
そ
、
現
代
の
社
会
は
健
全
に
成

長
し
、
未
来
に
引
き
継
が
れ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
。
人
生
を
積
め

ば
積
む
ほ
ど
、「
努
力
と
感
じ
な
い

努
力
」
が
社
会
を
も
、
個
人
を
も

よ
く
向
上
さ
せ
て
い
く
の
で
は
な

い
の
か
。
世
界
一
の
長
寿
の
国
と

な
っ
た
日
本
、
国
と
し
て
生
活
や

福
祉
、
健
康
、
そ
し
て
人
び
と
の

生
き
が
い
を
制
度
を
ど
う
構
築
し

て
い
く
か
。
そ
れ
と
と
も
に
、
地

域
の
な
か
で
の
安
全
で
安
心
な
、

お
互
い
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
過

ご
せ
る
地
域
社
会
を
着
実
に
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

白
鷹
町
の
産
直
の
拠
点
と
し
て

の
「
ど
り
い
む
農
園
直
売
所
」。産

声
を
上
げ
て
か
ら
約
８
カ
月
、
過

去
の
蓄
積
か
ら
の
今
と
言
え
る
。

地
域
農
業
は
ど
う
活
性
化
で
き
る

か
を
、
長
い
期
間
を
経
て
試
行
実

行
し
、
今
に
あ
る
ひ
と
つ
の
形
で

あ
る
。
必
ず
成
長
を
続
け
て
欲
し

い
。
会
場
に
は
農
業
者
と
と
も
に
、

商
工
業
者
の
か
た
も
多
い
。
食
の

分
野
で
は
今
、
安
全
、
安
心
で
あ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
い

ろ
い
ろ
な
地
域
資
源
、
素
材
に
着

目
し
て
、
新
た
な
付
加
価
値
づ
く

り
や
加
工
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
産

業
分
野
の
協
働
と
知
恵
の
結
集
が

大
事
で
あ
る
。
な
お
一
層
の
取
り

組
み
を
お
互
い
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

今
、
日
本
の
株
価
も
上
昇
の
な

か
に
あ
り
、
経
済
の
動
き
も
上
昇

に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
業
種

間
に
大
き
な
跛は
こ
う
せ
い

行
性
が
あ
り
、
と

り
わ
け
地
方
に
お
い
て
は
そ
の
実

感
に
乏
し
い
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、

先
日
、
東
京
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で

全
国
町
村
長
大
会
が
開
か
れ
、
来

賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
小
泉
首
相

は
、「
都
市
と
農
村
は
対
立
す
る
も

の
で
は
な
い
。
お
互
い
発
展
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
湯
布

院
は
別
府
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
。

地
域
の
個
性
・
特
色
を
い
か
に
発

揮
し
て
い
く
か
だ
。」と
い
う
旨
の

発
言
を
さ
れ
た
。
そ
し
て
全
国
町

村
長
大
会
と
し
て
「
改
革
の
速
や

か
な
実
現
に
全
力
を
挙
げ
る
と
と

も
に
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
誇
り

と
愛
着
を
持
ち
、
生
き
が
い
を
実

感
で
き
る
魅
力
あ
る
町
村
の
実
現

に
向
け
て
邁
進
す
る
。」旨
を
宣
言

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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�
�

�
平
成
17
年
末
�

佳
作　

寝
た
き
り
に
な
り
た
く
な
い
と
万
歩
計　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

誕
生
日
返
上
し
た
い
齢と
し

に
な
り　
　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

人
生
は
辛
抱
我
慢
の
繰
り
返
し　
　
　
　
　

鮎　

貝　

高
橋　
　

正

　

〃　

人
生
は
悲
し
み
に
酒　

祝
い
酒　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

釜
の
越
桜
に
負
け
ず
生
き
て
み
る　
　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

　

〃　

八
十
路
生
き
忍
の
杖
持
つ
笑
い
皺し
わ　

　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

〃　

蘇そ
せ
い生

す
る
そ
の
日
夢
見
る
休
耕
田　
　
　
　

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

　

〃　

人
生
ハ
ー
ド
ル
幾
つ
倒
し
た
正
念
場　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

　

〃　

年
金
で
趣
味
と
生
き
て
る
い
い
余
生　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

根
を
張
っ
て
女
が
生
き
る
現
在
地　
　
　
　

広　

野　

竹
田　

義
子

　

〃　

照
り
降
り
も
あ
っ
た
遙
か
な
人
生
路　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

保
育
器
の
両
手
が
生
を
握
り
し
め　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

秀
逸　

病
ん
で
知
る
生
活
リ
ズ
ム
の
有
り
難
さ　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

命
生
む
母
に
怖
れ
る
も
の
は
な
い　
　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

　

〃　

生
涯
を
現
役
と
決
め
農
日
誌　
　
　
　
　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

長
生
き
の
秘
訣
を
聞
け
ば
笑
う
こ
と　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

乳
房
吸
う
力
に
通
い
合
う
生い
の
ち命　

　
　
　
　

浦
安
市　

鈴
木　

美
保

　

〃　

巻
き
返
し
効
か
ぬ
人
生
振
り
返
る　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

〃　

今
日
も
又
生
き
た
証
の
汗
を
拭
く　
　
　
　

鮎　

貝　

五
十
公
野
忍

　

〃　

雑
学
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
生
き
上
手　
　
　

荒
砥
乙　

梅
沢　

草
路

　

〃　

少
子
化
に
負
け
て
躾し
つ

け
が
生
ぬ
る
い　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

祝
い
膳　

美
味
ひ
き
し
め
て
紅
生し
ょ
う
が姜　

　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

五
客　

生
活
苦
じ
っ
と
掌て

を
見
た
詩
が
あ
る　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

〃　

人
生
は
生
放
送
だ　

待
っ
た
な
し　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

〃　

足
る
を
知
る
只
そ
れ
だ
け
で
生
き
ら
れ
る　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

こ
こ
か
ら
は
余
生
ゆ
っ
く
り
楽
し
も
う　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

二
歩
三
歩
譲
っ
て
老
い
の
生
き
上
手　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

人
位　

生
命
の
重
さ
忘
れ
る
世
が
怖
い　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

地
位　

プ
ラ
ス
志
向
に
夢
を
描
い
て
生
き
て
い
る　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

天
位　

生
き
甲
斐
に
点と
も

す
灯
が
あ
り
趣
味
の
会　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　

軸　

正
直
に
生
き
た
背
中
を
子
に
見
せ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
笑

次
回
課
題
「
直
」
十
二
月
末
日
ま
で　

「
粉
」　

一
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て
届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

生　
　
　
　

安
部　

美
笑　

選
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

●11月1日 ▼11月30日

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（鈴　木　　薫　　　鮎　貝
中　川　敦　子　　山　口

（梅　津　正　秋　　浅　立
吉　田　幸　子　　長井市

（紺　野　秀　司　　長崎県
鎌　上　久美子　　荒砥乙

（沖　田　睦　幸　　南陽市
澁　谷　美由紀　　畔　藤

（大　貫　智　寛　　荒砥乙
武　田　千　夏　　天童市

（佐々木　文　雄　　長井市
金　田　久仁子　　高　玉

（小　林　賢　作　　横田尻
佐　藤　愛　子　　飯豊町

（松　下　貴　洋　　荒砥甲
竹　田　美　幸　　中　山

（小　林　俊　之　　十　王
安　部　真理子　　河北町

（梅　津　一　紀　　浅　立
齋　藤　美　幸　　畔　藤

（設　樂　修　平　　米沢市
阿　部　良　重　　高　玉

（髙　橋　純　一　　浅　立
佐　藤　愛　美　　山形市

�
初
雪
�
降
�
�
木
�
残
�
�
柿
�

白
�
帽
子
�
�
�
�
�
�
�
�
今
年

�
冬
�
白
鷹
�
包
�
始
�
�
�
�
�

�
最
近
�
�
�
�
�
�
事
件
�
続
発

�
�
�
�
�
�
子
�
�
�
誘
拐
�
殺

害
�
天
然
記
念
物
�
窃
盗
�
振
�
込

�
詐
欺
�
�
�
人
間
関
係
�
希
薄
�

�
�
�
�
�
社
会
�
�
�
�
�
相
手

�
思
�
�
�
�
�
�
自
分
�
�
�
�

�
�
置
�
換
�
�
立
場
�
見
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
知

�
�
�
�
�
悲
�
�
�
�
�
�
�

�
師
走
�
年
忘
�
�
�
�
�
�
忙
�

�
�
�
�
�
�
�
�
時
期
�
�
��
忙
�

�
�
忘
�
�
心
�
亡
�
�
�
書
�
�

�
�
�
最
小
限
�
人
�
心
�
亡
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
快
�
新
年
�

迎
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

高　玉 影山 良　彦 煌
き

　空
ら

早　希

鮎　貝 新野 毅　彦 護
まもる

有　子

横田尻 渡辺 　彰 心
ここ

　愛
あ

優　美

箕和田 齋藤 　晃 隼
とし

　也
や

千　枝

浅　立 小形 勇　人 勇
ゆう

　気
き

由美子

十　王 木村 強　司 彩
あや

　香
か

郁　美

十　王 小関 正　一 理
り

　那
な

由利子

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
高　岡　鈴　木　ミ　ヲ　90
畔　藤　紺　野　梧　郎　83
荒砥甲　五十公野　ま　つ　82
荒砥乙　工　　　浅　吉　87
萩　野　川　部　トキコ　69
荒砥甲　横　山　ヤエ子　87
広　野　川　井　　　の　92
十　王　小　関　一　郎　73
広　野　鈴　木　あさの　90
十　王　五十峯　恒　男　68
針　生　　　野　増　雄　80
鮎　貝　布　川　司　郎　85
畔　藤　田　中　ち　ゑ　76
高　岡　熊　坂　み　よ　84
荒砥甲　山　口　弥太郎　94
畔　藤　志　田　イ　ク　78
広　野　新　野　昭　一　74
高　玉　金　田　トシ子　87
荒砥甲　石　黒　文　雄　80
高　玉　五十嵐　利　孝　78
畔　藤　　　原　うめよ　94
高　岡　土　屋　久　太　79
荒砥甲　紺　野　忠　伍　83

　　 だんなさん

よつ
ば保
育園

つぶ
やき

つぶ
やき

　昼食時、保育士のいつもと違う弁

当箱に気づき

Ａ子「せんせい、弁当なにしたな？」

保育士「今日忘れてきてだんな
3 3 3

さん

　　　に届けてもらったな。」

Ａ子「うーん。あっ、うちのお母さ

　　んにもだんな
3 3 3

さんいるみたい

　　だよ。」

保育士「本当…Ａ子ちゃんにもだん

　　　なさんいるの？」

Ａ子「うん！Ｂくんだよ。」

保育士「いいねー。」


